



し、平成 24 年 10 月より急性期看護補助体制





















































































平成 25 年 4 月現在、看護補助業務を担う者
は看護部職員全体の 11.9％に及ぶ。看護補助
者の増員により、業務内容および勤務時間、
勤務日が拡大され、看護師の負担軽減につな
がっている。今回の調査で、看護補助業務従
事者は病院組織の一員として自覚・責任をもっ
て役割を遂行しようとする思いが伺えた。職
種・雇用形態など多様であるが、人間関係の
難しさも見えた。今回の結果を研修企画や業
務の拡大に活用し、働きやすい職場環境つく
り、安全で質の高い看護の提供につなげてい
きたい。
図7. 周囲の期待にはよく応えている
図8．仕事の内容が難しいと思う
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